
2024/10/14開催 シンポジウム「奇跡の海」を未来の子どもたちに

公益財団法人日本自然保護協会 中野恵
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新井章吾, 2023. 「山から海へ 土壌表面付近を移動する地下水に伴う養分の循環」の記述を元にNACS-Jにて作成





世界が目指す
《人と自然の共生社会》

撮影地：⾧崎県西海市



世界の約束 人と自然の共生社会の実現
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出典：環境省「生物多様性 Biodiversity」 https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/treaty/gbf/kmgbf.html



ネイチャーポジティブ

出典：Nature Positive Initiative https://www.naturepositive.org/
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ネイチャーポジティブ実現のために

出典：環境省『ネイチャーポジティブ経済の実現に向けて』



「冬水田んぼ」by三重県尾鷲市むかい農園









「奄美の海と海の変化～海の生物と気候変動を考える勉強会～」by奄美文化財サポーターDEIDEIDEI
写真撮影：桝谷壽治



調査結果

調査群体の形状
（計76群体）

塊状, 50

枝状, 16

葉状, 6
テーブル, 3 その他, 1

《結果と考察》
・76群体の形状は塊状が50群体（66%）、枝状が16群体

（21%）、葉状6群体（8%）、テーブル状・その他4群
体

だった。
・色の濃淡を示す値は、最も白化が進んだ「１」が36群体、

「２」が32群体、平均値は1.63だった。
・一部の群体表面上には、土砂の堆積が見られた（写真）。
・海水温が低下すれば、白化から回復する群体が現れ、

値の改善が予想される。今後の回復を見守りたい。

各色の値の群体数と
全群体の平均値

※値が小さいほどサンゴの健康状態は
悪いと判定される

奄美文化財サポーターDEIDEIDEI 文責：MPA Shift 中野恵
※このプログラムは、琉球大学・Leeds大学の協力と、Lenfest Ocean Programからの助成を受けて実施しました。



写真撮影：桝谷壽治





「2019 年度 アカモク利用と生物多様性保全の両立を目指す調査 報告書」（上関の自然を守る会・公益財団法人日本自然保護協会



写真：新井章吾
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ナメクジウオから見た
海の生態系保護

撮影地：上関町



＜生きている化石＞ナメクジウオ
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＜生きている化石＞ナメクジウオ
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出典：東邦大学理学部生物学科「ヒガシナメクジウオの氏素性」： https://www.toho-u.ac.jp/sci/bio/column/019768.html



Branchiostoma belcheri
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上関町のナメクジウオ調査（２０１９年～）
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調査地 調査回数 出現個体数
田ノ浦 3 23

八島 1 2

天田島 1 6

小島 1 4

合計 6 35



上関町のナメクジウオ調査（２０１９年～）
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上関町のナメクジウオ調査（２０１９年～）
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出典：川上晃生, 私信

分類群 科 和名 確認個体数

オオシイノミガイ科 アサグモキビジキガイ 1

オニノツノガイ科 カニモリガイ 24

タケノコガイ科 アワジタケ 1

タケノコガイ科 不明 1

オキナガイ科 オキナガイ 1

ニッコウガイ科 ウズザクラ 1

マルスダレガイ科 コマツヤマワスレ 1

マルスダレガイ科 不明 1

巻貝類

二枚貝類

分類群 科 和名 確認個体数

オオシイノミガイ科 アサグモキビジキガイ 3

オニノツノガイ科 カニモリガイ 4

オニノツノガイ科 カヤノミカニモリ 1

オニノツノガイ科 不明 1

クリイロケシカニモリ科 不明 1

タケノコガイ科 アワジタケ 2

タマガイ科 不明 1

ハナゴウナ科？ 不明 1

ミツクチキリオレ科 不明 1

ムシロガイ科 アラレガイ 1

ニッコウガイ科 ウズザクラ 8

ニッコウガイ科 コメザクラ 1

ニッコウガイ科 ナミノコザラ 1

マルスダレガイ科 シマワスレ 1

巻貝類

二枚貝類

分類群 科 和名 確認個体数

巻貝類 タケノコガイ科 アワジタケ 4

アサジガイ科 シズクガイ 2

マルスダレガイ科 コマツヤマワスレ 1
二枚貝類

分類群 科 和名 確認個体数

タケノコガイ科 アワジタケ 1

ハナゴウナ科？ 不明 1

二枚貝類 マルスダレガイ科 カノコアサリ 1

巻貝類
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上関町のナメクジウオ調査（２０１９年～）
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ご清聴ありがとうございました！

公益財団法人日本自然保護協会
中野 恵 Megumi Nakano

nakano@nacsj.or.jp


